






Ⅰ.目的

定型的な乳児期の EFE は罹病も重く致死率が高い。しかし,臨床上 EFE と診断

され,内科治療により乳→幼→小児期と延命し,軽快する者もある。そこで,心

内膜心筋生検を乳幼児期に行い,6 才以上迄観察し得た症例と,幼児期に EFE と

して来院し,その後小児期で死亡した剖検例とを対比してみた。


